　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　助成事業完了報告書
日本財団　会長　笹川　陽平　殿
報告日付：2020年3月31日
事業ID：2018491665
事業名：海と日本プロジェクトinふくい（海と日本2019）
団体名：海と日本プロジェクトin福井県実行委員会
代表者名：実行委員長　富永　修　　印
TEL：0776‐21‐2240
事業完了日：2020年3月31日

	事業費総額
	2,580,000円
	収支計算書の黄のセルの値

	自己負担額
	0円
	収支計算書の緑のセルの値

	助成金額
	2,580,000円
	収支計算書の赤のセルの値、千円未満は切捨

	助成金返還見込額
	0円
	（収支計算書の青のセルの値）


1. 事業内容（実績。700文字以内）： 
＜事業内容（予定）＞
福井県で海に関する様々な取り組みを可視化し、多様なキーパーソンと連携しながらプロジェクトのムーブメント化を図るため、以下の事業を実施する。
Ⅰ　オリジナルイベントの実施
若狭湾とラムサール条約指定湿地三方五湖の生物環境の調査を県内の小学生が行う。5
つの湖は淡水・汽水・海水と水質が違い、そのために生物環境や固有種が異なることや、外来種が生態系に影響を及ぼしていることを調査し、成果として料理レシピの開発などを行う。
Ⅱ　コラボイベントの展開
全国展開を行う事業と連動し県内で実施
Ⅲ　海応援動画等の制作

県内の海に関する20～30の活動を取材し映像化、「海と体験する機会」「海のそなえ」「海ごみ対策」をテーマに取材した3本の動画の制作
Ⅳ　ニュースサイトの運営
県内の海に関する50の取り組みをニュース記事で配信
＜完了時事業内容（実績）＞
Ⅰ　「若狭の海湖（うみ）調査隊」
実施期間：2019年8月24日（土）25日（日）、10月13日（日）
開催場所：福井県里山里海湖研究所、福井県海浜自然センター、若狭町みさき漁村体験施設 みさきち、若狭町神子漁港、福井工業大学など
参加人数：小学5・6年生16名
内容：豊かな海湖（うみ）を作る生態系を学び、若狭湾と三方五湖の生物調査をし、最後に淡水・汽水・海水の「若狭の海湖の恵み丼」を開発し販売した。また、活動内容をパネルにまとめ福井県内3か所の公共施設で展示しPRした。
Ⅱ　コラボイベントの展開
①CHANGE FOR THE BLUE 
・海ごみゼロアワード
開催期間：2019年5月
内容：海洋ごみ対策の優れた取り組みを募集し県内3団体に応募してもらった。また取り組みの模様を福井テレビ情報番組で紹介した。
・海ごみゼロウィーク

開催期間：2019年5月18日（土）～6月2日（日）
内容：福井県内7か所でゴミ拾いを実施。　約5250人が参加し、ゴミ袋1840袋を回収。
②海洋連盟「うみぽすグランプリ」
期間：2019年5月～9月13日（金）
内容：地元の海に人を集めることを目的にした海洋連盟主催の参加型地方創生プロジェクト「うみぽすグランプリ」の募集告知及び選考を行った。■応募総数：15　■入　賞　数：１
③さばける塾in福井（日本さばけるプロジェクト）
開催日：2019年9月22日（日）　10：00～13：00
参加者：親子11組28人
内容：アジをさばいてペルーを代表する料理「セビーチェ」をつくった。ペルー人講師からペルーの魚事情なども聞いた。夕方ニュースとミニ番組でこの模様を放送した。
④全国海の贈り物フェア2019（首都圏PRイベント）　※食育マルシェ実行委員会と共催
開催日：2019年10月19日（土）、20日（日）　10：30～19：00
開催場所：東京都渋谷区「タカシマヤタイムズスクエア2F・JR口特設会場
来場者：5000人
内容：フェアに福井県特産の「へしこ」3種類を展示販売し、同時に海と日本プロジェクトをPRした。
⑤海と日本ニュースプロジェクト2019
納品日：2019年12月2日（月）
内容：IOTを利用し、福井県小浜市で進むサバの復活プロジェクトを取材し、ソーシャルイノベーションニュースのサイトへ掲載できるよう納品した。
⑥日本遺産の港と海をつなぐ海洋教育ネットワーク事業in福井
開催日：2019年8月19日（木）9：00～16:00 
参加者：敦賀市立沓見小学校5年生19名
内容：日本遺産という共通の宝を持った市町の小学生が、海の持続可能な取組みを共通のメッセージにして未来につなぐ事業で、福井では、北前船で他の地域とつながった沓見小学校の児童が、「海がもたらした観光資源」、「海が育んだ食」、「海の知恵・技術」をテーマに、座学や市場の見学、昆布好き体験などを行い、学習ノートにまとめた。
Ⅲ　海応援動画の制作
・応援動画
期間：2019年5月～12月
内容：県内の海に関する30の活動を取材し約2分の応援動画を制作、福井テレビで30回放送した.
・プロジェクト訴求映像の制作・放送
期間：2019年5月～9月
内容：「海と体験する機会」「海のそなえ」「海ごみ対策」をテーマに取材した3本の動画を制作し、放送した。
Ⅳ　ニュースサイトの運営
期間：2019年3月～12月
県内の海に関する77の取り組みをニュース記事で配信
2. 事業内容詳細：
※別途報告書を添付します。参照ください。（オリジナルイベント、CHANGE FOR THE BLUE、うみぽす、さばける塾、全国贈り物フェア、SIN、海洋教育ネットワーク事業、応援動画、訴求映像、ニュースサイト）
3.契約時事業目標の達成状況： 

【助成契約書記載の目標】
Ⅰ　２０以上の企業・団体に海と日本プロジェクトの「推進パートナー」に新たに登録してもらう。

Ⅱ　「推進パートナー」と連携した取り組みを生み出す。

Ⅲ　「海と体験する機会」「海のそなえ」「海ごみ対策」をテーマに、15秒動画を各1本制作する。

Ⅳ　県内の海に関するイベントやアクティビティー等の2分程度の紹介動画30本、もしくは20本以上総尺4,500秒以上制作する。

Ⅴ　公式ウェブサイトにて、福井県内の海に関するニュースを50本発信する。

Ⅵ　県の海が持つ特徴を子供たちが主体的に学ぶことができるオリジナルイベントを実施する。
Ⅶ　海と日本プロジェクトにて全国展開する事業等とのコラボイベントを実施する。

【目標の達成状況】
Ⅰ　20の推進パートナーを獲得した。
Ⅱ　4つの連携事業を実施した。（海釣り体験教室、海プロオリジナルメニューの提供、観光物産inみなと敦賀の実施、クルージング船を利用した海洋ごみ調査）
Ⅲ「海と体験する機会」「海のそなえ」「海ごみ対策」のプロジェクト訴求映像15秒3本を制作し、福井テレビで260回放送した。
Ⅳ　県内の海に関する30の活動を取材し約2分の応援動画を制作、福井テレビで30回放送した。
Ⅴ　県内の海に関する77の取り組みを取材しニュース記事で発信した。
※2020年3月31日現在で、年間７１０９３PVを達成した。

Ⅵ　オリジナルイベント「若狭の海湖（うみ）調査隊」を実施し、子どもたちに海や湖の大切さや
環境保全の重要性を理解してもらった。※詳細は別添の報告書を参照ください。

Ⅶ　全国展開する6つの事業と連動して福井県内や東京で事業を実施した。
※上記　コラボイベントの展開を参照ください。　
4.事業実施によって得られた成果：

全体：海と日本プロジェクトの福井県内での浸透によって、情報提供や取材の依頼が大変増えている。ネットワーク（特に自治体）も広がっている。
オリジナルイベント：若狭町（若狭町みさき漁村体験施設みさきち）、福井県（福井県里山里海湖研究所、福井県海浜自然センター）の全面的な協力で事業を実施できた。プログラム内容の企画段階からの情報提供や内容提案等、積極的に進めていただき、魅力あるプログラムができ、今後につながる信頼関係ができた。
5.成功したこととその要因：

特にオリジナルイベントで地元の大学生（福井工業大学）の無償ボランティアを得ることができイベントの盛り上がりにつながった。海と日本プロジェクトの趣旨に賛同する団体が増えていることと、「海プロ」という言葉が県内に浸透しているのが要因。
6.失敗したこととその要因：
CHANGE FOR THE BLUE：準備期間が少なかったため、参加者への告知や取材が十分に行き届かなかった。
オリジナルイベント：大学生のボランティアに調理経験がほとんどなく、子どもたちに十分なアドバイスができなかった。
7.活動を通じて明らかになった新たな課題と対応案：
海プロが継続していくためには、実行委員会側がすべてを用意するのでなく、協力する団体や参加者が自分たちで主体的に考え、アイデアを出していくようなイベントの開催が必要と感じる。
新年度のイベントなどで、各協力に呼びかけていきたい。


事業成果物及びURL：
【成果物の名称】
・助成事業業務完了報告書
・プロジェクト訴求映像3本（@15秒）

・公式サイトにおける掲載記事７７本

・海に関するイベント応援動画30本

・オリジナルイベント（若狭の海湖調査隊）の調査団ノート40部
・オリジナルイベントの募集チラシ5000部
【成果物がアップロードされているCANPANのURL】
https://fields.canpan.info/report/detail/23352
助成事業完了報告書
日本財団　会長　笹川　陽平　殿
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事業ID：
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	円
	収支計算書の黄のセルの値

	自己負担額
	円
	収支計算書の緑のセルの値

	助成金額
	円
	収支計算書の赤のセルの値、千円未満は切捨

	助成金返還見込額
	円
	（収支計算書の青のセルの値）
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